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第
十
七
回
ホ
タ
ル
祭
り
が
七
月
十
二

日
、
観
光
農
園
広
場
で
、
午
後
三
時
か
ら

観
光
協
会
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
内

容
は
、
今
年
も
木
製
の
文
字
盤
時
計
づ
く

り
や
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く

り
、
ほ
た
る
籠
づ
く
り
、
ま
た
四
時
か
ら

は
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
が
行
わ

れ
、
村
内
外
か
ら
も
大
勢
の
方
が
訪
れ
賑

わ
い
ま
し
た
。

特
設
の
テ
ン
ト
で
は
、
農
業
委
員
会
に

よ
る
特
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
即
売
、
生

活
改
善
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
お
ま

ん
じ
ゅ
う
の
即

売
や
、
青
年
団

に
よ
る
か
き

氷
、
焼
き
鳥
、

金
魚
す
く
い
な
ど
や
道
志
特
産
の
ク
レ
ソ

ン
、
ク
レ
ソ
ン
煎
餅
、
郡
内
地
場
産
業
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
ワ
イ
ン
の
出
展
即
売
等
が

行
わ
れ
、
祭
り
も
一
層
盛
り
あ
が
り
最
後

を
か
ざ
る
打
ち
あ
げ
花
火
は
、
迫
力
が
あ

り
、
上
が
る
た
び
に
大
き
な
声
援
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。

園
内
の
ホ
タ
ル
池
周
辺
に
は
、
ほ
た
る

が
舞
い
始
め
る
ほ
た
る
を
観
賞
す
る
子
供

た
ち
や
、
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

8月10日 (日)
まつり番外編
見るも自由・出演も自由

●自由参加の音楽会
祭りのあとの楽しみ
道志の森と水と空と遊ぼう

●ワークショップ（随時行います）
アフリカの太鼓
だるま森のヘンテコお伽小屋

（楽器づくりもあるよー）

第15回 水源の森国際音楽祭

8月9日
●さかなと遊ぼう
ます・うなぎのつかみ取り
（水源の森ジャブジャブ池）
第１回目PM1：00～
第２回目PM2：30～

○参加資格　中学生以下
○参加費一人一回500円
○賞品多数あります

8月9・10日 AM10：00～ (随時)
●その他　　
絵手紙教室、和紙・紙すき教室、竹細工教室

（参加費300円）
●気功（瓜生もと代）…野外音楽堂

8月8日(金）
PM 6：20～　野外音楽堂
●東富士七里太鼓
●文楽人形（寿式三番叟)…桐竹力弥
●サクスフォン・アンサンブル
（ドルチェ湘南サキソフォンアンサンブル）

●ケージャン
●フォルクローレ
（リッキー・ロドリゲス、大木岩夫、間　清二）

●アラブの音楽…ウード・フルート・
ギター（常味裕司）

●ラテン音楽…(グループ・セルベッサ）
●東富士七里太鼓

PM 3：00～5：00
ギャラリー水源の森

●文楽人形
人形浄瑠璃一人使（桐竹力弥）
三味線・浄瑠璃・弾き語り

（竹本土佐子）

●パーカッション・ソロ
（ケイ・マスダ）

8月9日(土)
PM 6：00～　野外音楽堂
●アフリカの太鼓
●東富士七里太鼓
●インド舞踊
（マチコ・ラクシュミーとブシュバム）

●道志の民族芸能
●ベリーダンス（アルカマラーニ）
●フラメンコ
（入交恒子、ミゲル・デ・バダホス、高橋紀博）
●サンバ（ミスト・ケンチ）
●東富士七里太鼓

AM 11：00～5：00
ギャラリー水源の森

●だるま森のヘンテコお伽小屋
●音楽いろいろ
（アフリカの太鼓・
ハープ・ケージャン・ウードetc）
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道志中学校道志中学校 
（第（第6号）号） 
道志中学校 
（第6号） 

川村紀子さんより浄財をいただく
5月の下旬。一人の婦人が学校を訪ねてきました。
話の内容は、「主人が、新採教員として道志中学校に四年間

お世話になり、退職したら、真っ先に道志を訪れたい。」「道
志中学校時代は、毎日が楽しくていやなことはひとつもなか
った。」などと話していました。「でも、退職間際に帰らぬ人
となってしまいました。」「主人の志を大切にしたく、学校教
育に使ってください」と百万円を寄付してくださいました。

学校の沿革史を開いてみると、
川村鉄蔵先生（昭和36年4月より昭和40年3月まで

本校4年間の勤務）
国語担当　中巨摩郡白根出身

教育委員会の指示を仰ぐ中で、国語の教員でもあったこと
より、図書室の整備（書棚・本）に使わせていただき、「川村
文庫」として末永く道志村の生徒の心の栄養剤として活用し
ていくことにしました。

6月18日には川村紀子さんに本村に来ていただき、佐藤村
長より志に対しての感謝状をおくりました。

都留支部総体
今年度も都留支部総体が、各学校を会場に開催され、本校

からも「野球」「サッカー」「ソフト」「卓球」の各部が参加し
ました。
3年生は部活動のまとめでもあるこの大会に全力で臨みま

した。
成績は、
●野　　球…秋山中に惜敗
●サッカー…第3位
●ソ フ ト…優勝（県大会出場）
●卓　　球…団体第2位、個人第2位（山口ひかりさん）

部活動で学んだ多くのことを今後の学校生活に生かしていく
ものと思います。
また6月20日には、都留支部の陸上の記録会が、都留市の

やまびこ競技場で実施され選手、役員として全校生徒が参加
しました。
県大会への参加選手は次のとおりです。
●池谷真奈美さん（100M支部1位）
●山口　貴史くん（3000M支部2位）
●佐藤　美久さん（走り幅跳び支部3位）
●山口美津紀さん（100M支部2位）

いつどのような大会にも、大勢の保護者の声援をいただき、
子供達にも大きな励みとなっており感謝しております。

ＰＴＡ奉仕活動
6月4日早朝、ＰＴＡ理事さんによる環境整備活動が行われ

ました。
普段生徒達にできない「木の剪定」「草刈り」「草取り」な

どをしていただきました。
子供たちにも理事の皆様方の奉仕活動について、その朝の

学活で、学校教育を支えてくれていることを知らせました。

教育委員会を訪れた川村さん教育委員会を訪れた川村さん 

佐藤村長より川村さんに感謝状を贈呈 

教育委員会を訪れた川村さん 

教育委員会を訪れた川村さん 

佐藤村長より川村さんに感謝状を贈呈佐藤村長より川村さんに感謝状を贈呈 佐藤村長より川村さんに感謝状を贈呈 
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趣
　
旨

障
害
者
が
日
常
生
活
の
中
で
考
え
て
い

る
こ
と
を
広
く
県
民
に
伝
え
る
こ
と
に
よ

り
、「
障
害
」
及
び
「
障
害
者
」
に
対
す

る
正
し
い
理
解
を
深
め
、
障
害
者
と
健
常

者
が
こ
れ
か
ら
の
障
害
者
福
祉
の
在
り
方

に
つ
い
て
共
に
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
す
る
。

主
　
催

山
梨
県
・
（福）
山
梨
県
障
害
者
福
祉
協
会
・

都
市
身
体
障
害
者
連
合
福
祉
会

後
　
援
（
予
定
）

（
社
福
）
山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
山

梨
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

開
催
日

平
成
十
五
年
十
月
二
十
九
日
（水）

会
　
場

富
士
女
性
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

地
区
内
に
居
住
し
て
い
る
障
害
者
で
十
八

歳
以
上
の
者
。（
平
成
十
五
年
四
月
一
日

現
在
）

応
　
募

参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
四
〇
〇
字
詰
め

原
稿
用
紙
本
文
四
枚
以
内
と
し
、
平
成
十

五
年
十
月
十
七
日
（金）
ま
で
に
南
北
都
留
身

体
障
害
者
連
合
福
祉
会
事
務
局
に
提
出
す

る
も
の
と
す
る
。

応
募
作
品
に
は
題
名
、
障
害
名
、
等
級
、

住
所
、
氏
名
を
明
記
す
る
。

事
務
局

山
梨
県
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課

大
月
市
大
月
町
花
咲
一
六
〇
八
│
三

電
　
話
　
〇
五
五
四
（
二
二
）
七
八
二
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
五
四
（
二
二
）
七
八
二
八

発
表
内
容
及
び
発
表
時
間

日
常
生
活
の
中
で
考
え
て
い
る
こ
と
や
、

感
じ
て
い
る
こ
と
を
ま
と
め
た
提
言
や
希

望
で
題
は
自
由
と
す
る
。
ま
た
、
発
表
時

間
は
七
分
以
内
（
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用

紙
四
枚
分
程
度
）
と
す
る
。

題
（
例
）
障
害
者
の
自
立
に
つ
い
て

私
の
青
春
に
つ
い
て

私
の
職
業
に
つ
い
て

審
査
及
び
中
央
大
会
へ
の
出
場

審
査
は
別
に
定
め
る
審
査
基
準
に
よ
り
審

査
委
員
が
採
点
し
、
上
位
一
位
を
（福）
山
梨

県
障
害
者
福
祉
協
会
へ
推
薦
す
る
。但
し
、

前
記
に
よ
り
が
た
い
場
合
は
事
務
局
と
協

議
す
る
。

南
北
都
留
地
区

『
障
害
者
の
主
張
』
大
会
実
施
要
綱

富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
地
域
療
育
等
支
援
事
業

第
８
回
　
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り
に
お
い
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り
は
、
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
の
障
害
児
・
者
の
方
々
と
地
域

に
お
住
ま
い
の
方
々
が
集
い
、
一
日
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
は
、
ま
つ
り
の
運
営
や
障
害
の
あ
る
方
へ
の
支
援
（
介
助
）

ま
た
、
各
福
祉
施
設
が
お
こ
な
う
模
擬
店
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

（
希
望
を
伺
い
ま
す
）

み
ん
な
の
思
い
出
に
残
る
ま
つ
り
と
な
る
よ
う
に
『
あ
な
た
の
力
』
を
ぜ
ひ
お
貸
し
く
だ
さ

い
！

日
　
時
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
一
日
（日）

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
三
十
分

※
午
前
九
時
三
十
分
に
受
付
ま
で
集
合
し
て
い
た
だ
き
、
午
後
三
時
く
ら
い
ま

で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

場
　
所
　
山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
運
動
場

（
雨
天
時
は
、
ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学
校
体
育
館
）
※
山
梨
赤
十
字
病
院
の
南
隣

で
す
。

内
　
容
　
ま
つ
り
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
受
付
係
等
の
業
務
補
助
・
模
擬
店
等
の
サ
ポ
ー
ト
・
障
害
の
あ
る
方
へ
の
支

援
（
簡
単
な
介
助
）

そ
の
他

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
八
月
中
旬
ま
で
に
左
記
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
希
望
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。）

※
当
日
の
昼
食
は
、
ご
用
意
し
ま
す
。

◎
開
催
ま
で
の
準
備
（
会
場
準
備
等
）
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
時
に
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
　
ふ
れ
あ
い
推
進
ス
タ
ッ
フ
　
斉
藤

電
話
　
〇
五
五
五
（
七
二
）
五
五
三
三
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
五
五
（
七
二
）
五
五
三
九



（９）

（社）
大
月
青
色
申
告
会
で
は
、
消
費
税
法

の
改
正
に
あ
た
り
、
地
域
内
商
工
業
者
を

対
象
に
次
の
と
お
り
講
習
会
を
開
催
致
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

改
正
事
項

◎
事
業
者
免
税
点
制
度
の
適
用
上
限
が

一
、
〇
〇
〇
万
円
に
引
き
下
げ
（
平
成

十
七
年
度
分
か
ら
対
象
）

◎
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
が
五
、
〇

〇
〇
万
円
に
引
き
下
げ
（
平
成
十
七
年

度
分
か
ら
対
象
）

講
習
会

◆
日
　
時

平
成
十
五
年
九
月
十
日
（水）

午
後
二
時
よ
り

◆
場
　
所

都
留
市
上
谷
三
│
六
│
三
八

都
留
市
商
工
会
二
階
研
修
室

◆
問
合
せ

大
月
税
務
署
管
内

（社）
大
月
青
色
申
告
会

電
話

〇
五
五
四(
二
三)

三
五
四
五

消
費
税
の
改
正
に
伴
う

講
習
会
の
お
知
ら
せ

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る

指
定
工
事
店
に
は
、「
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る
者

の
専
属
が
必
要
で
す
。
こ
の
試
験
は
、
責

任
技
術
者
と
し
て
の
技
能
を
認
定
す
る
も

の
で
す
。
今
年
度
は
次
の
日
程
に
よ
り
実

施
し
ま
す
。

受
付
期
間

十
月
一
日
（水）
〜
十
月
十
四
日
（火）

講

習

会

十
一
月
四
日
（火）

場
　
　
所

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

（
甲
府
市
大
津
町
）

試
　
　
験

十
一
月
十
六
日
（日）

場
　
　
所

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

（
甲
府
市
大
津
町
）

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社

（
東
八
代
郡
石
和
町
東
油
川
字
北
畑

四
一
七
）

電
話

〇
五
五（
二
六
三
）二
七
三
八
　

道
志
村
板
橋
地
内（
長
田
聡
さ
ん
経
営
）

の
い
ち
ご
園
が
七
月
十
九
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。
前
日
の
十
八
日
に
道
志
村
の
保
育

所
園
児
全
員
が
無
料
で
招
待
さ
れ
、
真
っ

赤
に
実
っ
た
い
ち
ご
に
ミ
ル
ク
を
付
け
て

は
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
た
。

い
ち
ご
園
の
長
田
さ
ん
は
、
昨
年
末
よ

り
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
七
棟
を
建
設
し
、
開

園
準
備
を
進
め
て
き
た
。
農
園
で
は
、
七

月
〜
十
一
月
に
収
穫
で
き
る
「
エ
ラ
ン
」

を
栽
培
し
赤
く
実
る
の
を
待
っ
て
オ
ー
プ

ン
し
た
。
こ
の
夏
い
ち
ご
は
、
実
の
中
ま

で
赤
く
、甘
酸
っ
ぱ
い
の
が
特
徴
と
い
う
。

道
志
村
に
も
第
一
号
の
道
志
い
ち
ご
園

が
開
園
さ
れ
、
村
の
新
た
な
特
産
品
と
し

て
、
道
の
駅
ど
う
し
な
ど
で
も
販
売
を
行

っ
て
い
き
、
村
の
農
業
振
興
の
活
性
化
に

期
待
し
て
い
る
。

イ
チ
ゴ
園
オ
ー
プ
ン

保
育
所
園
児
無
料
招
待

山
梨
県
長
期
計
画
審
議
会
の
委
員
と
な

っ
て
、「
活
力
あ
ふ
れ
る
新
し
い
山
梨
づ

く
り
」
に
向
け
て
、
提
言
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
若
い
世
代
や
女
性
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
々
か
ら
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
・
任
期

概
ね
二
十
人
　
二
年

応
募
資
格

県
内
に
在
住
の
二
十
歳
以
上
の
方
。
た

だ
し
、
次
の
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

●
国
会
議
員
及
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

議
員

●
常
勤
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員

応
募
方
法

八
〇
〇
字
程
度
で
「
私
が
描

く
活
力
あ
る
山
梨
の
姿
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
論
文
を
作
成
の
上
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
応

募
も
受
け
付
け
ま
す
。（
応
募
論
文
に

は
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
生
年

月
日
、
性
別
、
職
業
及
び
勤
務
先
と
そ

の
電
話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。）

な
お
、
応
募
さ
れ
た
論
文
は
返
却
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
著
作
権
は
山
梨
県
に

帰
属
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
間

平
成
十
五
年
八
月
一
日
（金）
〜

八
月
二
十
九
日
（金）
ま
で

平
成
十
五
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
長
期
計
画
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
庁
企
画
課

〒
四
〇
〇
―
八
五
〇
一

甲
府
市
丸
の
内
一
―
六
―
一

電
話
〇
五
五(

二
二
三)

一
三
一
五

電
話
〇
五
五(

二
二
三)

一
三
一
七

E
-m
ail

kikaku
@
pref.y

am
an
ash
i.jp
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水越 早葉
さ よ

ちゃん（上白井平）

平成13年11月13日生

父 彦衛さん　母 真里さん

人口 2,168 人　男 1,072人　女 1,096人　世帯数 600（H15. 7. 1現在）

道 志 の 湯

水 源 の 森

ギャラリー水源の森

屋 内 プ ー ル

道 の 駅 ど う し

計

6,684

3 ,489

169

984

62 ,136

73 ,462

6月の公共施設等の利用状況
（単位：人）

佐藤 ホミ子さん（谷相）

大正14年２月10日生

8 月 主 な 行 事
5日　育児教室

6日　リハビリ

7日 事後指導 pm7：00

8日　水源の森国際音楽祭　～9日

〃　 富永サミット　～9日

10日　青少年ゲートボール大会

11日　民生委員協議会

12日　育児教室

14日　盆踊大会 (村民グランド）

14日　野菜収穫祭 (道の駅）

〃　 マス釣大会 (神地デイリー中央店前）

19日　育児教室

25日　小・中２学期始業式

〃　 リハビリ

〃　 農業委員会

26日　育児教室

28日　乳児健診

〃　 教育委員会

慶

弔

◇
六
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

大

室

指
　
佐
藤
　
瑠
飛
く
ん

佐
藤
光
美

東

神

地
　
山
口
　
優
輔
く
ん

山
口
光
貴

お
誕
生
お
め
で
と
う(

出
生)

（
届
出
人
）

下
白
井
平
　
　
　
　
水
越
　
一
博

鳴
　
沢
　
村
　
　
　
　
小
林
　
万
里

末
永
く
、
お
幸
せ
に(

結
婚)

（
西
和
出
村
　
　
　
　
志
村
　
真
樹

大
　
　
　
指
　
　
　
　
佐
藤
　
千
鶴

（

椿

佐
藤
　
和
子
さ
ん

８月 の 納 税

平成15年８月1日

第272号

発　行道 志 村 役 場
〒４０２-０２０９
山梨県南都留郡道志村６１８１-１
TEL 0554-52-2111㈹ FAX 52-2572
ホームページアドレス
http://www.vill.doshi.yamanashi.jp/

村 県 民 税 （第２期）

わが家の
アイドル

おじいちゃんおばあちゃん

みそはぎ千 鳥 草


